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らず、私のなかで糧となっています。先生には本当に感謝の気持ちでいっぱいです。
6．おわりに
つい先日、とある心理士の方が教えてくださった言葉で私が好きな言葉あります。それは「私たち専門
職はクライエントに対して、すぐ『Do』したがるが、一番大切なことは『Being』である」というもので
す。これは「専門職は相談に来たクライエントに対して、良かれと思って支援しようとしたり、何らかの
サービスにつなげようとしてしまう（＝Do）が、それよりもクライエントと共にその場に存在し、共に
考える空間や時間（＝Being）のほうが大切である」ということを表した言葉なのですが、井出先生はま
さしくこの言葉を体現されていると感じます。
井出先生は豊富な臨床経験を持っておられるのに、学生相手にもいつもフラットで、何かあったときも
ただその場にいて、こちらの話を聴いてくださるような温かさがありました。それは多くの言葉や「答
え」をいただくよりもずっと安心感があったのです。井出先生は決して私たちに何かを押しつけることが
なく、臨床のなかでの大切な視点をそういった井出先生自身の姿勢をもって教えてくださるような先生で
した。
そんな井出先生ですから、退職されたあともきっと色んなところからお声がかかり、先生のお気持ちと
は裏腹にお忙しい日々を送られることでしょう。どうかお体ご自愛ください。そして、また井出ゼミで美
味しいご飯を食べに行きましょう。井出先生には私も服部さんもいつも聴いてほしいことがたくさんあっ
て先生を困らせてしまうかもしれませんが、これからも私たちを温かく見守っていてください。
21
